
 

 
 
          Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラム招へい 

          （日系社会 グループ）記録 

 

テーマ：ビジネス交流 

 

１．プログラム概要 

【目的】日本の中小企業とスタートアップ企業）及び日本の伝統文化（狙い：若手日系人リーダー

を招聘し、独自の技術やアイディアを誇る中小企業やスタートアップ企業を始めとした日本企業に

よる事業の紹介を通じて、日本でのビジネスへの関心及び理解促進や日系企業との連携推進を図り

実施した。加えて、日本の伝統文化や技術に係る理解進化を図り、帰国後、ビジネス展開での日本

技術の取り込みや日系社会での活動に還元することが期待される。 

【参加者】 

以下 9 カ国の社会人 13 名 

ブラジル、ペルー、アルゼンチン、メキシコ、パラグアイ、ボリビア、コロンビア、ベネズエラ、チ

リ  ＊順不同 

【訪問地】 

東京都、兵庫県 

２．日程 

■ 事前学習（オンライン）： 

  1 月 31日 来日前オリエンテーション、本プログラム事前説明    

■ 来日プログラム： 

2 月 11 日 （日曜日） 入国 

羽田国際空港よりチリ、ブラジル、パラグアイ訪日団入国 

成田国際空港よりボリビア、コロンビア、メキシコ、ベネズエラ、ブラジル、ペル

ー、アルゼンチン訪日団入国 

2 月 12 日（月曜日）オリエンテーションおよびテーマ別講義 

           【オリエンテーション】来日時オリエンテーション 

 【日本文化講義・体験視察】  

 浮世絵講義・体験視察 

 講師：牧野 健太郎氏 

 

2 月 13 日（火曜日）テーマ別講義及び視察 

        【テーマ関連講義】 

         外務省 中南米局 中米カリブ課長 佐藤 慎市  

                 【視察】 

         国会議事堂 



 

         【表敬訪問】  

          柘植 芳文外務副大臣 

 2 月 14 日（水曜日）移動・視察 

          東京都より兵庫県へ移動 

         【講義】「災害大国の近代史」 

          講師：神戸大学国際文化学研究推進センター長 

          岡田浩樹教授 

         【テーマ別視察・講義】 

          海外移住と文化の交流センター   

 2 月 15 日（木曜日） 視察・移動 

   【視察・講義】 

 人と防災未来センター 

 兵庫県より東京都へ移動 

 2 月 16 日（金曜日） 視察・講義・報告会 

          【視察・講義】株式会社ティーエスファーム         

                    【成果報告会】 

 

 

 2 月 17 日（土曜日）成田国際空港よりボリビア、ベネズエラ、ブラジル、メキシコ、ペルー、 

          アルゼンチン訪日団出国 

           羽田国際空港よりコロンビア、チリ、ブラジル、パラグアイ訪日団出国 

 

 

 

３．プログラム記録写真事前・来日後オリエンテーション 

  
1 月 31 日【来日前オリエンテーション】 2 月 12 日【来日後オリエンテーション】 

 

 

 

 

  



 

 

来日プログラム 

 

 
 

2 月 12 日【浮世絵講義】 2 月 13 日【レセプション】 

 

  
2 月 13 日【視察】国会議事堂 

 

2 月 13 日【柘植外務副大臣表敬訪問】 

 

 

  

2 月 14 日【講義】神戸大学 2 月 14 日【講義・視察】海外移住と文化

の交流センター 

 



 

 

 

  

2 月 15 日【視察・講義】人と防災未来セン

ター 

2 月 16 日【講義・視察】株式会社ティー

エスファーム 

 

  

2 月 16 日【成果報告会】 2 月 16 日【グループ集合写真】 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

 ◆ ブラジル社会人 

  海外移住と文化の交流センターでの話により、自身の祖父のルーツを知ることができたことは感  

動した。 

◆ メキシコ社会人 

自身の祖父母が日本からメキシコに来た理由が今回のプログラムで深く知ることができた。 

５．報告会での発表（抜粋） 

日系社会グループ 

・今回のプログラムで学んだ日本文化、技術、移住の歴史を SNS 等を通じて発信したい。 

・今後も継続して、日本からの移住のルーツの背景について学び、今回のプログラムを通じて知り

合った各国の日系社会からの参加者とつながることで普及の促進を図りたい。 

 

 

実施団体名：公益財団法人 AFS 日本協会 


